
ま
る
で
宇
宙
か
ら
城
内
に
降
り

た
っ
た
か
の
よ
う
な
、
不
思

議
な
浮
遊
感
の
あ
る
建
物
。
佐
賀
県

立
博
物
館
は
名
建
築
と
し
て
評
価
が

高
い
。
金
沢
工
業
大
学
講
師
（
建
築

史
）
の
戸
田
穣
さ
ん
は
「
１
階
が
い

ち
ば
ん
小
さ
く
、
上
に
行
く
ほ
ど
４

方
向
に
広
が
っ
て
い
く
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
造
形
が
特
徴
で
す
。
プ
レ
キ
ャ

ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
と
い
う
、
工
場

で
あ
ら
か
じ
め
製
造
さ
れ
統
一
さ
れ

た
部
材
が
連
続
し
て
い
く
、
こ
の
時

代
だ
か
ら
こ
そ
表
現
で
き
た
挑
戦
的

な
空
間
で
す
」
と
評
価
す
る
。

 

日
本
の
近
代
建
築
100
選

  

　設
計
担
当
は
東
京
大
学
名
誉
教
授

で
日
本
学
士
院
会
員
の
内
田
祥よ
し
ち
か哉

さ
ん
と
大
阪
芸
術
大
学
名
誉
教
授
で

建
築
家
の
高
橋
靗て
い

一
さ
ん
。
二
人

は
県
内
で
は
県
立
図
書
館
、
旧
県

立
青
年
の
家
を
協
働
で
手
が
け
て
い

る
。
さ
ら
に
九
州
陶
磁
文
化
館
は
内

田
さ
ん
の
、
県
立
佐
賀
コ
ロ
ニ
ー
は

高
橋
さ
ん
の
設
計
だ
。
完
成
当
時
の

1
9
7
0
年
に
国
内
で
最
も
権
威
の

あ
る
建
築
賞
「
日
本
建
築
学
会
作
品

賞
」
を
受
賞
。
2
0
0
3
年
に
は
優

れ
た
近
代
建
築
を
表
彰
す
る
「
日
本

に
お
け
る
D
O
C
O
M
O
M
O

100

選
」
に
選
定
さ
れ
た
。
今
年
、
金
沢

21
世
紀
美
術
館
で
行
わ
れ
話
題
を
集

め
た
建
築
展
「
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ー
キ

テ
ク
ツ
1
9
4
5–

2
0
1
0
」
で

も
戦
後
日
本
に
お
け
る
150
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て
選
ば
れ

た
。
同
展
は
ポ
ン
ピ
ド
ゥ
ー
・
セ
ン

タ
ー 

パ
リ
国
立
近
代
美
術
館
副
館
長

の
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ミ
ゲ
ル
ー
氏
が

監
修
・
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
て
お

り
、
国
際
的
な
評
価
の
高
さ
を
う
か

が
わ
せ
る
。

 

洞
窟
？ 

忍
者
屋
敷
？

　未
来
的
な
造
形
の
外
部
か
ら
中
に

入
る
と
印
象
が
が
ら
っ
と
変
わ
る
。

内
部
に
は
洞
窟
を
テ
ー
マ
に
し
た
重

厚
な
空
間
が
広
が
る
。
天
窓
か
ら
の

光
が
、
鳥
栖
・
太
田
古
墳
の
装
飾
古

墳
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
水
谷
エ
ミ
さ
ん

の
大
き
な
陶
壁
画
と
足
元
に
あ
る
熊

本
山
古
墳
舟
形
石
棺
を
照
ら
す
。
常

設
展
は
２
階
か
ら
。
台
風
や
洪
水
で

水
の
被
害
を
受
け
や
す
い
土
地
の
性

質
を
考
慮
し
、
展
示
室
を
上
に
持
ち

上
げ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
階
段

室
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
表
面
を
わ
ざ

と
荒
々
し
く
砕
い
た
「
ハ
ツ
リ
」
仕

上
げ
の
壁
と
、
工
業
用
の
太
い
ワ
イ

ヤ
ー
を
そ
の
ま
ま
使
っ
た
手
す
り
と

の
対
比
が
面
白
い
。
自
然
史
を
扱
う

第
１
号
展
示
室
の
中
の
階
段
を
上
が

り
、
第
２
展
示
室
へ
。
先
ほ
ど
の
階

段
の
３
階
部
分
を
横
切
り
、
第
３
展

示
室
、
そ
し
て
民
具
が
数
多
く
展
示

さ
れ
て
い
る
大
展
示
室
へ
。
３
階
の

展
示
室
の
中
央
に
は
、
関
係
者
専
用

の
十
字
型
の
通
路
が
通
っ
て
い
る
。

こ
こ
を
使
う
と
見
学
者
を
邪
魔
す
る

こ
と
な
く
、
作
業
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
忍
者
屋
敷
の
よ
う
に
探
検
す
る

と
楽
し
そ
う
な
建
物
だ
。

　独
創
的
な
外
観
だ
け
で
は
な
く
、

佐
賀
の
場
所
性
と
歴
史
を
反
映
し
た

内
観
、
モ
ダ
ン
な
動
線
計
画
。
い
ろ

い
ろ
な
要
素
が
高
い
次
元
で
融
合
し

て
い
る
。「
佐
賀
に
は
内
田
氏
・
高
橋

氏
設
計
の
建
物
が
ま
と
ま
っ
て
存
在

し
て
お
り
、
そ
れ
自
体
珍
し
い
こ
と

で
す
。
ま
さ
に
佐
賀
が
育
ん
だ
建
築

文
化
で
、
ど
れ
も
い
ず
れ
は
文
化
財

と
な
る
に
ふ
さ
わ
し
い
歴
史
的
な
名

建
築
で
す
。
佐
賀
の
宝
と
し
て
今
後

も
大
事
に
し
て
欲
し
い
」
と
戸
田
さ

ん
。
オ
ー
プ
ン
以
来
45
年
が
経
ち
、

何
か
と
不
便
な
と
こ
ろ
も
あ
る
だ
ろ

う
が
、
な
ん
と
か
知
恵
を
出
し
合
っ

て
、
次
の
世
代
に
伝
え
た
い
名
建
築

で
あ
る
。

学芸員さんが選ぶ博物館のお宝

自然史1 何と言っても「ティラノサウルス生態模型」です。どこ
となくユーモラスな表情で高さは３メートル。実物

大の１/２ですが、それでも常設展最大級の大きさです。こ
の子がやってきたのは当館がオープンした 1970 年。３つ
に分割され国立科学博物館から運び込まれたそうです。石
膏製でかなりの重量のため動かすことは不可能。開館以来、
ずっとこの場所に立ち続けています。
　これは国立科学博物館の動物標本彫刻を手がけられてい
た彫刻家の今里龍生氏の作品で、当時定説とされていた恐
竜の姿を知ることができます。近年は鳥に近縁の種として
認識されており、尾を地面につけた姿での復元は見られま
せん。今年10月からは、模型の後ろに最新のティラノサウ
ルス像について解説したパネルを設置しています。模型と
パネルを見比べ、恐竜研究の変化を感じてください。丹野 佳代子さん 特  　集

県
外
か
ら
友
人
が
来
た
時
、
時
間
と
都
合
が
許
せ
ば
、
で

き
る
だ
け
佐
賀
県
立
博
物
館
へ
連
れ
て
い
く
こ
と
に
し

て
い
る
。
古
代
か
ら
近
代
ま
で
佐
賀
の
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
歴
史

が
具
体
的
な
モ
ノ
と
し
て
展
示
さ
れ
て
い
る
。分
野
も
自
然
史
、

考
古
、
美
術
・工
芸
、
歴
史
、民
俗
と
幅
広
い
。
し
か
も
常
設
展

は
無
料
だ
。佐
賀
を
知
っ
て
も
ら
う
は
じ
め
の
一
歩
と
し
て
は
、

こ
れ
ほ
ど
最
適
な
場
所
は
な
い
。
し
か
し
肝
心
の
佐
賀
市
民
が

あ
ま
り
足
を
運
ば
な
い
の
は
も
っ
た
い
な
い
。

　今
回
の
特
集
で
は
、
い
ろ
ん
な
分
野
の
学
芸
員
さ
ん
に
イ
チ

オ
シ
の
お
宝
を
聞
い
た
。
ま
た
県
立
博
物
館
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ

ン
ト
も
い
く
つ
か
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
。
名
建
築
で
あ
る
事
や

国
内
有
数
の
肥
前
刀
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、有
明
海
と
民
具
の
関
係
、

そ
し
て
移
転
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
大
人
気
の
カ
フ
ェ
。
佐
賀
の

歴
史
と
風
土
が
学
べ
て
食
事
で
き
る
、
県
立
博
物
館
は
魅
惑
の

ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
だ
!!

ユーモラスな博物館の“主”
ティラノサウルスの1/2模型

名
建
築

ダイナミックな造形　高評価

県立博物館は
ワンダーランド!!

特集　博物館はワンダーランド !!



学芸員さんが選ぶ博物館のお宝

考古2 当 館のロビーに鎮座する「熊本山古墳出土舟形石棺」
は古墳時代中期の４世紀ごろに造られたとされる

国の重要文化財です。
　同石棺は1963年、佐賀市久保泉町の熊本山でみかん園
造成中に発見されました。特徴は中央の主室にある枕の
ような段差。この中に 2 体の人骨が埋葬されていました
が、どういう人たちかは今も謎のままです。材質は阿蘇
溶岩で、熊本県の宇土、宇城市周辺から運ばれたと推測さ
れています。これだけ大きな石をはるばる佐賀まで持っ
てくるのは大変だったでしょう。
　国の重要文化財という貴重な“お宝 ”ですがガラスケー
スに入れることなく、身近に見ることができます。当館
に来た研究者は、みなさんびっくりされます。細川 金也 さん

学芸員さんが選ぶ
博物館のお宝

巨 大な 1 本のクスノキから彫り出して造られ
た「阿弥陀如来像」です。平安時代に造ら

れたものと推測されています。高さは 195・5 セ
ンチ、唐津のお堂に安置されていました。
　この仏像の左肩口と足元には大きな穴が空いて
います。本来は仏像の素材としてはあまり好まし
くありません。敢えて使ったとすると、おそらく、
この木がいわれのある霊木だったのではないで
しょうか。太づくりで男性的な顔立ち、胸板の厚さ、
引き締まった衣のひだなど力強い造形。厄災を打
ち払う力を感じさせます。
　「さが」の地名はクスノキが「栄える」ことに由来
するとされています。まさに佐賀らしい仏像だと
思います。

仏教美術3
竹下 正博さん

名
刀
を
擬
人
化
し
た
オ
ン
ラ

イ
ン
ゲ
ー
ム
「
刀
剣
乱
舞
」

の
人
気
に
よ
り
、
に
わ
か
に
注
目

を
集
め
る
日
本
刀
の
世
界
。
佐
賀

に
は
江
戸
時
代
に
高
い
評
価
を
受

け
た
「
肥
前
刀
」
の
歴
史
が
あ
る
。

佐
賀
県
立
博
物
館
が
持
つ
全
国
有

数
の
肥
前
刀
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
学
芸
員
の
竹
下
正
博
さ
ん
に

聞
い
た
。
そ
の
収
蔵
作
品
か
ら
は
、

佐
賀
の
七
賢
人
・
島
義
勇
と
江
藤

新
平
の
友
情
の
物
語
が
紡
ぎ
出
さ

れ
る
。

 
最
高
ラ
ン
ク
に
３
人

　肥
前
刀
と
は
佐
賀
藩
の
御
用
刀

工
だ
っ
た
忠
吉
（
初
代
か
ら
９
代

ま
で
）
と
そ
の
一
族
・
一
門
が
佐

賀
城
下
で
制
作
し
た
刀
剣
類
の
こ

と
。
1
6
0
0
年
頃
か
ら
明
治
期

ま
で
造
り
続
け
ら
れ
た
。
竹
下

さ
ん
は
「
江
戸
時
代
の
刀
剣
書

『
懐か
い
ほ
う
け
ん
じ
ゃ
く

宝
剣
尺
』
で
は
、
最
高
ラ
ン

ク
の
『
最
さ
い
じ
ょ
う
お
お
わ
ざ
も
の

上
大
業
物
』
12
人
の
中

に
、
初
代
忠
吉
な
ど
肥
前
刀
か
ら

３
人
が
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
同
書

で
は
実
際
に
試
し
斬
り
を
し
て
刀

工
ご
と
の
切
れ
味
を
鑑
定
し
て
い

ま
す
。
肥
前
刀
の
質
の
高
さ
と
当

時
の
高
評
価
が
う
か
が
え
ま
す
。

ま
た
外
見
の
特
徴
は
姿
形
が
整
っ

て
い
る
こ
と
と
、
地
肌
が
米
ぬ
か

を
ま
い
た
よ
う
に
美
し
い
こ
と
で

す
」
と
解
説
す
る
。
武
器
と
し
て

も
、
美
術
品
と
し
て
も
高
い
質
を

持
っ
て
い
る
。

 

２
人
同
時
期
に
依
頼

　同
博
物
館
で
は
、
寄
託
品
や
資

料
用
を
含
め
2
9
0
振
の
刀
剣
を

管
理
し
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
竹

下
さ
ん
が
見
せ
て
く
れ
た
の
が
、

島
義
勇
と
江
藤
新
平
の
肥
前
刀
。

と
も
に
同
じ
年
に
吉よ
し
か
ね包
に
よ
っ
て

制
作
さ
れ
、
双
方
と
も
天
皇
親
政

を
願
う
歌
が
刻
ん
で
あ
る
。「
島

の
刀
は
刃
長
90
セ
ン
チ
と
い
う
大

き
な
も
の
で
す
。
刀
身
に
維
新
に

功
績
の
あ
っ
た
公
家
・
三
条
実
美

の
和
歌
、
茎
に
自
作
の
漢
詩
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。
江
藤
の
も
の
は

67
・
6
セ
ン
チ
と
島
の
も
の
よ
り

小
振
り
で
す
が
、
同
じ
寸
法
の
も

の
を
も
う
一
振
、
計
２
口
所
有
し

て
い
た
よ
う
で
す
。
博
物
館
所
蔵

の
も
の
に
は
刀
身
に
漢
詩
が
、
も

う
１
口
に
は
三
条
実
美
の
和
歌
が

彫
刻
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
太
刀
と

二
刀
流
と
い
う
個
性
の
違
い
が
面

白
い
で
す
ね
」
と
竹
下
さ
ん
。
こ

の
２
振
が
作
ら
れ
た
の
は
明
治
元

年
。
新
た
な
時
代
を
一
緒
に
作
っ

て
行
こ
う
と
い
う
熱
い
友
情
が
伝

わ
っ
て
く
る
。
島
は
江
藤
よ
り
約

10
歳
年
上
だ
が
、
世
代
を
気
に
せ

ず
親
し
い
仲
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

２
人
は
日
本
の
近
代
化
に
貢
献
し

た
の
ち
、
明
治
７
年
（
1
8
7
4

年
）
に
佐
賀
の
乱
を
と
も
に
起
こ

し
処
刑
さ
れ
た
。

  

手
入
れ
も
入
念
に

　武
器
で
あ
り
、
美
術
品
で
あ
り
、

歴
史
の
証
人
で
も
あ
る
肥
前
刀
だ

が
、
そ
の
管
理
に
は
細
心
の
注
意

が
要
求
さ
れ
る
。「
必
ず
年
に
４
回

以
上
、
油
を
塗
っ
て
保
管
し
て
い

ま
す
。
2
9
0
振
あ
る
の
で
毎
週
、

研
師
さ
ん
が
来
て
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

し
て
い
ま
す
」
と
竹
下
さ
ん
。
同

博
物
館
が
所
蔵
す
る
最
も
古
い
刀

は
鎌
倉
時
代
の
「
古
備
前
」。
約

7
0
0
年
前
か
ら
ず
っ
と
手
入
れ

を
続
け
た
か
ら
こ
そ
、
現
代
で
も
、

そ
の
美
し
さ
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
佐
賀
の
誇
る
宝
と
し
て

次
の
世
代
に
伝
え
て
い
た
い
。

※
常
設
展
で
は
12
月
15
日
か
ら
島

義
勇
と
江
藤
新
平
の
刀
を
展
示
し

ま
す（
来
年
１
月
31
日
ま
で
）

江藤新平の刀
表 裏

島 義
よ し た け

勇の刀
表 裏

江藤と島の熱い友情？

ロビーに鎮座　
国重文 熊本山古墳出土舟形石棺

クスノキの仏像
　　　　阿弥陀如来像 肥

前
刀

特集　博物館はワンダーランド !!



D

A

B

E

C

有
明
海

学芸員さんが選ぶ博物館のお宝

工芸4 「鍋 島緞通」は江戸時代、「扇町紋
もんせん

氈」と呼ばれて、佐賀市嘉瀬
の扇町で作られていました。一般に絨毯は羊毛を使いま

すが、「鍋島緞通」は木綿を使うのが特徴。有明海干拓地の塩抜きの
ために植えられた綿花を使用していました。綿なので夏場でも肌
触りが良く、気持ち良く過ごせます。かつては佐賀藩から将軍家な
どへの献上品として保護されていました。鍋島焼と同じように一
般へは出回らない、まさに“お宝 ”でした。制作に携わる人には「扶
持米」という給料が支払われていた、という記録が残っています。
　有名な図柄は、大きな牡丹を、蟹がは
さみを上げている様子に見立てた「蟹牡
丹」。明治以降は注文に応じて色々なデザ
インが作られていたようです。川副 麻理子さん

学芸員さんが選ぶ博物館のお宝

民俗6 捕 鯨や紙すきなど、唐津藩の特産物をまとめた貴重な絵図です。
江戸時代中期の 1773年から13年かけ、藩主・水野忠任（ただとう）

の命を受けた軍学師・木崎盛標（もりたか）が作成しました。
　全8帖に描かれているのは、玄界灘で行われていた漁や馬渡島での
馬の飼育や鹿狩り、北波多村での石炭採掘、相知の大甕作りなど20
数件。伊岐佐川では「鵜飼い」が行われていて、お酒を飲みながら漁
を楽しむ様子も生き生きと描かれています。
　絵図の最後には「お殿様の子どもたちに与える絵本」と目的が記され
ていますが、絵だけではなく解説も詳しく書かれていて、さながら「マ
ニュアル」のようです。今は失われた産業も克明に描かれている本当
に貴重な資料です。山﨑 和文さん

学芸員さんが選ぶ博物館のお宝

歴史5 有 名な戦国武将・伊達政宗から、佐賀藩初代藩主・鍋
島勝茂に宛てた書状です。政宗が「陸奥守」と名乗

り、勝茂のことを「信州様」と記していることから江戸
初期に書かれたものと推測されます。
　内容は面会の約束を確認するもの。「以前の茶会で話
さなかったことをしっかり話したい」と書かれています。
徳川の天下になったとはいえ、まだ戦国の空気が残った
時代、2 人の大物外様大名がどんな話をしたか興味がわ
きます。
　政宗の書状といえば「鶺

せきれい

鴒の花押」。政宗が一揆扇動の
疑いをかけられた際、潔白を示す証拠として示したもの
です。この書状にも、鳥のセキレイを模した花押が入っ
ています。この部分は政宗直筆と考えられます。

藤井 祐介さん

「
有
明
海
と
い
う
特
有
の

環
境
が
、
漁
や
農
業
、

住
居
に
ま
で
影
響
を
与
え
た
こ
と

が
、
民
具
を
見
る
と
よ
く
分
か
り

ま
す
」
と
話
す
学
芸
員
の
山
﨑
和

文
さ
ん
。
佐
賀
独
特
の
道
具
と
有

明
海
の
関
係
に
つ
い
て
、
実
際
に

展
示
品
を
見
な
が
ら
解
説
し
て
も

ら
っ
た
。

  〝
待
ち
〟の
漁
法

　干
満
の
差
が
日
本
一
で
あ
る
有

明
海
は
潮
の
流
れ
が
速
い
。
内
海

の
た
め
波
が
立
た
な
い
の
で
一
見

穏
や
か
に
見
え
る
が
、
そ
の
内
部

は
激
し
い
潮
流
が
渦
巻
い
て
い

る
。「
漁
法
も
〝
待
ち
〟
の
も
の

が
多
い
で
す
ね
。
潮
流
が
速
い
の

で
獲
物
を
追
い
込
む
必
要
が
あ
り

ま
せ
ん
。『
竹
は
じ
』
と
い
う
竹

を
海
底
に
漏じ
ょ
う
ご斗
状
に
刺
し
て
魚
を

網
に
誘
導
す
る
定
置
網
漁
で
は
、

竹
と
竹
の
す
き
間
は
大
き
い
の
で

す
が
、
潮
の
流
れ
で
竹
が
大
き
く

た
わ
む
た
め
、
魚
が
逃
げ
ま
せ
ん
」

と
山
﨑
さ
ん
。
今
か
ら
約
１
万
年

前
、
温
暖
化
に
伴
い
、
そ
れ
ま
で

陸
地
だ
っ
た
現
在
の
有
明
海
に
海

水
が
入
り
込
ん
だ
時
、
ワ
ラ
ス
ボ

や
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
な
ど
の
生
物
が
大

陸
沿
岸
か
ら
移
り
す
ん
で
き
た
。

こ
の
た
め
、
大
陸
系
遺
留
種
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
有
明

海
以
外
に
は
見
れ
ら
れ
な
い
た

め
、
ム
ツ
カ
ケ
や
ス
ボ
カ
キ
な
ど

特
有
の
漁
法
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

　強
固
な
粘
土
層

　佐
賀
平
野
の
干
拓
の
歴
史
は

有
明
海
の
干
潟
と
の
戦
い
だ
っ

た
。
干
拓
地
を
農
地
と
し
て
利
用

す
る
に
は
、
ま
ず
灌か
ん
が
い漑
用
の
ホ

イ（
堀
）
が
必
要
だ
っ
た
。「
今
で

い
う
ク
リ
ー
ク
で
す
が
、
有
明
海

の
干
満
で
で
き
る
澪
す
じ
（
水
の

流
れ
）
を
掘
り
下
げ
る
こ
と
で
作

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
だ
か
ら
佐
賀

平
野
は
揚
水
灌か
ん
が
い漑
が
強
い
ら
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
生
ま
れ
た
農

具
が
ゴ
ミ
ク
イ
桶
で
す
。
ク
リ
ー

ク
の
底
に
溜
ま
っ
た
泥
土
を
す
く

い
や
す
い
よ
う
に
、
は
じ
め
か
ら

歪
ん
だ
よ
う
な
独
特
の
形
を
し
て

い
ま
す
。
ち
な
み
に
ゴ
ミ
と
は
泥

土
の
こ
と
で
す
」。
有
明
海
の
泥

は
８
万
年
前
の
阿
蘇
山
大
噴
火
の

土
砂
が
長
い
時
間
を
か
け
有
機
物

と
混
ざ
り
、
河
川
を
流
れ
て
や
っ

て
き
た
。
泥
は
有
明
海
の
奥
部
に

行
く
ほ
ど
粒
子
が
細
か
く
な
る
た

め
、
最
奥
部
で
あ
る
佐
賀
平
野
の

泥
は
非
常
に
粘
り
気
が
強
い
。「
反

面
、
有
明
海
の
泥
は
養
分
に
富
ん

で
い
る
た
め
、
非
常
に
良
い
農
地

に
な
り
ま
す
。
問
題
は
ど
う
耕
す

か
。
鍬く
わ

や
犁す
き

と
い
っ
た
農
具
も
独

特
な
形
状
に
進
化
し
て
い
き
ま
し

た
。
一
般
的
な
鍬く
わ

に
比
べ
、
刃
と

柄
の
角
度
が
鋭
角
に
な
っ
て
お

り
、
強
固
な
粘
土
層
に
対
応
し
て

い
ま
す
。
江
戸
時
代
後
期
、名
古

屋
の
商
人
の
旅
日
記
に
は
、
佐
賀

平
野
の
鍬く
わ

を
見
て
、そ
の
独
特
の

農
具
の
姿
に
驚
い
た
、と
記
さ
れ

て
い
ま
す
」。
豊
か
な
佐
賀
平
野

を
作
り
あ
げ
た
の
は
、
有
明
海
の

恵
み
と
、
そ
れ
を
活
用
し
た
先
人

た
ち
の
知
恵
と
努
力
な
の
で
す
。

  

軟
弱
地
盤
に
対
応

　佐
賀
の
古
民
家
の
特
徴
で
あ

る
「
コ
」の
字
型
を
し
た
「
く
ど
造

り
」
も
有
明
海
の
影
響
だ
と
い
う
。

「
従
来
、
く
ど
造
り
の
コ
の
字
型
は

台
風
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
だ
と

も
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
確
か
に

佐
賀
平
野
の
く
ど
造
り
民
家
は
ほ

ぼ
、
閉
じ
た
方
を
南
に
向
け
て
建

て
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
福
岡
で
は

む
し
ろ
、そ
の
逆
が
多
い
。
有
明

粘
土
と
呼
ば
れ
る
軟
弱
地
盤
に
建

つ
く
ど
造
り
民
家
は
他
の
民
家
に

比
べ
て
、
柱
の
間
隔
が
狭
く
、
柱

の
数
が
多
い
。
そ
の
分
、
家
屋
の

荷
重
を
柱
が
分
散
し
、
不
同
沈
下

の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
て
い
る

と
い
う
説
が
現
在
で
は
有
力
で

す
」。　民

具
に
は
庶
民
の
知
恵
や
歴

史
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
有
明
海

が
与
え
た
試
練
を
克
服
し
、
う

ま
く
利
用
す
る
た
め
に
ど
の
よ

う
な
試
行
錯
誤
を
重
ね
た
の
か
。

佐
賀
県
立
博
物
館
に
展
示
さ
れ

て
い
る
民
具
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

を
見
る
と
、
そ
の
格
闘
の
歴
史

を
体
感
で
き
る
。

☆道具クイズ☆
これは何に使う？

鍋島緞通 蟹牡丹文（江戸～明治前期）

鍋島更紗秘伝書【佐賀県重要文化財】（江戸後期）

あのセキレイの花押!!
　　　　伊達政宗の書状

将軍家への献上品 鍋島緞通
肥前国産物図考

肥前国唐津領馬渡島馬牧并駒捕

鵜飼之図

特有の環境　民具生む

有明海漁
ぎょろう

撈用具（重要有形民俗文化財）

白石平野の鍬
くわ

ゴミクイ桶

佐賀平野の鍬
くわ

と犁
すき

【佐賀県重要文化財】

特集　博物館はワンダーランド !!
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A B
E
C捕鯨船の見張台 牡

か き

蠣採り用下駄 栗拾いの道具
米を流し入れるための
漏
じょうご

斗を転用した魚採り用のかご
鴨撃ち銃

学芸員さんが選ぶ博物館のお宝

美術7 幕 末、維新期に活躍した佐賀の七賢
人の一人・副島種臣が書を本格的

に始めたのは40代後半になってから。
この「帰雲飛雨」のような一度見たら忘
れられない、奇想天外な筆使いは、まさに種臣の書の真骨頂です。造形の奇抜や、美
しさは「文字以上の文字」であり、「書」というカテゴリーを軽く飛び越えて行きます。
　大正期の洋画家・佐伯祐三の傑作「八百屋」は、30 歳で死去する3年前の1925 年、
パリで描かれた作品です。画面いっぱいに描かれた建物にはフランス語で「ブルター
ニュ産物品、バター、タマゴ、塩物」と描かれています。パリの街角のありふれたシー
ンを切り取った佐伯らしい作品です。ずっと県知事公舎の一室にあったそうですが、
今では博物館を代表するお宝になっています。野中 耕介さん

副島種臣「帰雲飛雨」

佐伯祐三「八百屋」

県
立
博
物
館
の
最
近
の
話
題
は
カ
フ
ェ

が
新
し
く
な
っ
た
こ
と
。
美
術
館
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ
せ
今
年
４
月
に
、
唐

人
町
か
ら
カ
フ
ェ
・
ト
レ
ス
が
移
転
。
お

洒
落
な
雰
囲
気
と
素
材
を
大
事
に
す
る
メ

ニ
ュ
ー
で
昼
時
に
は
入
店
待
ち
の
人
も
出
る

大
盛
況
だ
。

　
　犬
と
一
緒
に
休
憩

　「
週
末
は
美
術
館
・
博
物
館
に
来
た
子
供

連
れ
や
お
年
寄
り
ま
で
年
齢
層
は
幅
広
い
で

す
ね
。
お
堀
で
犬
の
散
歩
す
る
人
が
、
一
緒

に
テ
ラ
ス
で
休
憩
し
た
り
し
て
い
ま
す
よ
」

と
カ
フ
ェ
・
ト
レ
ス
代
表
の
清
田
祥
一
朗
さ

ん
は
語
る
。
唐
人
町
時
代
の
お
客
さ
ん
た
ち

に
も
、
駐
車
場
が
広
く
な
っ
た
と
好
評
。
午

後
の
素
敵
な
時
間
を
ゆ
っ
く
り
過
ご
す
人
も

多
い
。

　カ
フ
ェ
・
ト
レ
ス
と
い
え
ば
、
唐
人
町
時

代
か
ら
、
音
楽
ラ
イ
ブ
や
餃
子
パ
ー
テ
ィ
ー

な
ど
、
い
ろ
ん
な
興
味
深
い
イ
ベ
ン
ト
を
手

掛
け
て
き
た
。「
移
転
し
て
か
ら
も
恒
例
の

マ
ル
シ
ェ
を
３
回
し
ま
し
た
。
野
菜
や
加
工

品
、フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
チ
ョ
コ
、
絵
本
な
ど
を

出
店
し
て
も
ら
い
、
約
2
0
0
人
く
ら
い
の

お
客
さ
ん
で
賑
わ
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、

フ
ラ
メ
ン
コ
や
チ
ー
ズ
パ
ー
テ
ィ
な
ど
自
分

た
ち
も
楽
し
め
る
も
の
を
中
心
に
企
画
し
て

い
ま
す
」
と
清
田
さ
ん
。
開
催
中
の
展
覧
会

の
ポ
ス
タ
ー
を
店
内
に
貼
る
だ
け
で
な
く
、

テ
ー
ブ
ル
に
ポ
ッ
プ
を
置
い
た
り
、
ト
レ
ス

☆道具クイズ☆
これは何に使う？

答え

奇想天外な筆使い

ト
レ
ス

大
人
気
‼ 

足
運
ぶ
き
っ
か
け
に

目
当
て
の
お
客
さ
ん
に
博
物
館
・
美
術
館
へ

足
を
運
ん
で
も
ら
う
工
夫
を
し
て
い
る
。

　地
場
素
材
と
常
設
展

　同
店
の
料
理
は
地
元
産
の
野
菜
に
こ
だ

わ
っ
て
い
る
。
市
内
の
生
産
者
か
ら
直
接
、

週
３
、
４
回
持
っ
て
き
て
も
ら
っ
て
い
る
と

い
う
。
し
か
も
、
お
米
は
無
農
薬
、
無
化
学

肥
料
だ
。
地
元
に
根
ざ
し
た
素
材
を
味
わ
う

と
、
そ
れ
ら
が
作
ら
れ
た
風
土
に
興
味
を
持

つ
は
ず
。
博
物
館
の
常
設
展
に
は
、
佐
賀
の

歴
史
や
知
恵
に
関
す
る
資
料
が
集
め
ら
れ
て

い
る
。
美
味
し
い
食
事
と
、
そ
れ
を
深
く
理

解
で
き
る
常
設
展
。「
博
物
館
と
カ
フ
ェ
が

一
緒
に
あ
る
こ
と
で
、
よ
り
面
白
い
体
験
が

で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
外
部
空

間
を
う
ま
く
使
い
な
が
ら
、
も
っ
と
博
物
館
・

美
術
館
へ
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な

き
っ
か
け
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で

す
」
と
清
田
さ
ん
は
語
る
。

    

《open》 火 - 日 9：30〜18：00
《close》月・博物館 美術館 休館日
《 TEL 》 0952 -37- 8402
《 住所 》佐賀市城内 1-15-23 佐賀県立博物館 1F
《  P   》博物館 美術館 駐車場

特集　博物館はワンダーランド !!


